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平成 28 年 12 月期通期の業績予想値と実績値との差異及び 

特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 平成 28 年８月９日の「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」で公表した業績予想値と本

日公表の実績値との差異について、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 28 年 12 月期通期連結業績予想値と実績値との差異（平成 28 年１月１日～平成 28 年 12 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり当期

純利益 

前回発表予想(Ａ) 百万円 

11,292 

百万円 

△190 

百万円 

△336 

百万円 

△386 

円 銭 

△27.32 

今期実績(Ｂ) 10,959 △172 △305 △529 △37.43 

増減額(Ｂ-Ａ) △333 18 31 △143  

増減率(%) △2.9 － － －  

(ご参考)前期実績 

(平成 27 年 12 月期) 

11,706 308 185 482 34.12 

 

  

 

２．平成 28 年 12 月期通期個別業績予想値と実績値との差異（平成 28 年１月１日～平成 28 年 12 月 31 日）  

 売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 百万円 

7,892 

百万円 

△391 

百万円 

△406 

円 銭 

△28.61 

今期実績 (Ｂ) 7,630 △372 △567 △39.97 

増減額(Ｂ-Ａ) △262 19 △161  

増減率(%) △3.3 － －  

(ご参考)前期実績 

(平成 27 年 12 月期) 

8,163 124 590 41.61 

 

 

 

 

 



３．理由 

   ①連結業績予想 

    当社グループにおきましては、連結業績の中で当社の占める割合が大きいため、「②個別業績予想」に記

載のとおり、当社の業績が前回予想を下回ることに伴い、連結業績も下回りました。 

以上の理由により、売上高 10,959 百万円、営業利益△172 百万円、経常利益△305 百万円、親会社株主

に帰属する当期純利益△529 百万円に修正いたします。 

 ②個別業績予想 

売上高につきましては、以下の理由により前回予想を下回りました。 

当社グループにおいて最盛期である８月に４個の台風が我が国に上陸して旅行控えが見られたこと、前

年９月にあったシルバーウィーク（５連休）の反動が影響したこと、及び前年４月に直江津航路に就航し

た新造船効果の反動が予想以上に大きく、団体輸送人員の減少傾向に歯止めを掛けることができなかった

ことなどにより、当期の輸送量は前回見込みを下回りました。また、佐渡島内の人口減少に伴う生活物資

輸送や公共工事の減少等による貨物輸送及びトラック航送の減少傾向が継続し、売上高は減少しました。 

経常利益につきましては、原油価格の下落による主燃料費の減少で営業費用が減少したことなどが影響

し、前回予想よりも微増しました。 

当期純利益につきましては、減損損失や関係会社の株式評価損、及び繰延税金資産の取崩しが発生した

ことなどから、前回予想を下回りました。 

このため、売上高 7,630 百万円、経常利益△372 百万円、当期純利益△567 百万円に修正いたします。 

 

 

 ４．特別損失の計上について 

①減損損失 

当社及び連結子会社は、当初想定していた収益が見込めなくなったため、「固定資産の減損に係る会計基

準」等に基づき、保有する固定資産（事業用資産）の減損処理を行いました。その結果、減損損失として

個別で 70,440 千円、連結で 101,715 千円の特別損失を計上しております。 

②関係会社株式評価損 

上記①の理由により、当社が保有する子会社株式について実質価額が著しく下落することから、平成 28

年 12 月期の個別決算に関係会社株式評価損 35,385 千円を特別損失として計上しております。 

なお、関係会社株式評価損は、連結決算においては消去されるため、連結損益への影響はありません。 

③関係会社事業損失引当金繰入額 

当社は、連結子会社の支援に伴う損失に備えるため、当該連結子会社の財政状態を勘案して引当金を計

上するものであります。その結果、個別で関係会社事業損失引当金繰入額を12,254千円計上しております。 

    なお、関係会社事業損失引当金繰入額は、連結決算においては消去されるため、連結損益への影響はあ

りません。 

 

 

以 上 


